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⼤学における研究データマネジメント（RDM）

研究データマネジメント
•研究で使⽤/⽣成された
情報を適切に取扱うこと
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⼤学の研究者/Grの研究活動で
必ず⾏われている⾏為

収集

記録

⽣成

保管解析
共有

公開

活⽤

定期バックアップしている︖
（2019 名⼤アンケートより）

はい 84%  いえ 16%

はい いいえ

84% 16%

研究データの
サイクル



研究データ取扱いルール・ポリシーのこれまで

•現存するルール/ポリシー
•研究データ保存の学内規程

•オープンアクセスポリシー
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研究資料等（試料及び標本を除く。）の
保存期間は，原則として，当該論⽂等
の発表後10年間とする。

○名古屋⼤学における研究上の
不正⾏為に関する取扱規程（第６条）

名古屋⼤学は，本学に在職する教職
員による学術論⽂（共著を含む。）
を可能な限り，広く無償で公開する。

○名古屋⼤学オープンアクセスポリシー

実効性は︖



研究データガバナンス

構成員が安全かつ効率よく研究し⼤学の研究⼒を⾼める仕組み
（＝研究データガバナンス）

ｌ

収集

記録

⽣成

保管解析
共有

公開

活⽤

⼤学における
研究データマネジメント

データ基盤
・システム

ルール・
ガイドライン

現状

今後 ⼤学が提供する基盤
で構成員がRDMを推進

研究者/研究Grが設けた基盤
（システム，ルール）で推進

研究データの
サイクル



研究データガバナンス構築に向けた指針
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統合イノベーション戦略
推進会議2021

データポリシー（〜2025）

データ公開とメタデータ

RDM⼈材・⽀援体制

研究データストレージ

科研費令和６年度交付分

DMPの作成（2024〜）

G7 科学技術⼤⾂会合

グリーンOA（2025〜）

公的資⾦による研究データの管理・利活⽤に
関する基本的な考え⽅（2021）
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研究データエコシステム構築事業
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あああ策定・基準化
事例の体系化

展開・普及
推進⽀援



ルール・ガイドライン整備チームの活動項⽬
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データ
ガバナンス
の構築

研究データポリシー
・ガイドライン

データポリシー策定の⽅法論
データポリシー（実施⽅針）
管理・公開・利活⽤ガイドライン

データ管理計画/記録
（DMP/DMR）

DMP/DMRツールの概念と機能
DMRの標準項⽬の整理
分野調査によるユースケース化

機械可読
データ
の標準化

研究データ公開
（リポジトリ）

機関リポジトリへのデータ登録要項
オープンサイエンス⽀援サイト
データ公開を促進する施策の試⾏

メタデータ
（汎⽤/分野別）

分野別メタデータの⾃動変換
研究データアーカイブの⽅法論
対応スキーマの機能要件開発



チーム推進体制
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研究戦略・社会連携分科会
分科会⻑︓研究担当副総⻑

学術データ基盤整備部会
主査︓情報担当副総⻑

附属図書館
電⼦リソースグループ

研究協⼒部 医学部
メディカルITセンター

学術・産連本部
リスク管理部⾨

学術データ基盤整備ワーキンググループ

展開

研究データエコシステム構築事業
ルール・ガイドライン整備チーム

リーダ︓情報担当副総⻑

機械可読データ
標準化

データ
ガバナンス

データ
リスク

データ
評価

情報連携推進本部
情報基盤センター・

情報戦略室・情報環境部

IR戦略室

データ
保管

データ
計画

（協⼒）
宇宙地球環境
研究所

（協⼒）
糖鎖⽣命コア
研究所

中核機関

連絡会 展開



AXIESを通じた全国展開の体制
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⼤学ICT推進協議会（AXIES）https://axies.jp/

研究データマネジメント部会（RDM部会）
https://rdm.axies.jp/sig/24/

• 教育・研究機関におけるICTを利⽤した教育・研究・経営の⾼度化
• 正会員 165機関，賛助会員 93企業

学術機関が組織的な研究データマネジメントを
推進する「⽅法論」を提供

学術機関における研究データ管理に関する提⾔
2019年度

⼤学における研究データ管理に関する
アンケート（雛形）2020年度

⼤学における研究データポリシー策定
のためのガイドライン 2021年度

教材「情報基盤スタッフ向けの研究データ
マネジメント」2022年度



講演の内容

•ルール・ガイドライン整備チームの活動・計画報告

13

1 ⼤学の研究データガバナンス

2 チームの推進内容と体制

3 現状の活動と今後の計画

4 展開・普及に向けた取り組み



データポリシーの策定の現状

•ポリシー策定済み︓

【事例】名古屋⼤学学術データポリシー
（2020/10）
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2025年までにデータ
ポリシーを策定する
（統合イノベーション戦略

推進会議2021）

およそ20⼤学
（※ AXIES-JPCOAR 研究データ連絡会調べ）

⽬的 定義 管理⽅法

研究者責務 ⼤学責務

研究データの取扱いの
基本的な考え⽅



データポリシー とガイドライン
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ポリシー・
ガイドラインの関係

基本⽅針
（考え⽅）

実施⽅針
（実施項⽬）

実施⼿順など

ポリシー

ガイドライン

【施策】
１．データポリシー（基本⽅針）策定の⽅法論を提供
２．名⼤版データポリシー（実施⽅針）を策定

※ポリシー・ガイドライン整備のモデルとして学外に展開



DMP/DMR機能の要件整理

•データポリシーを実践するDMP/DMRツールの
概念や機能の明確化に向け、調査と実装⽀援
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DMP︓データマネジメント計画
DMR︓データマネジメント記録⽣命科学

分野
地球惑星科学
分野
⼈⽂社会・博物館
分野

名古屋⼤学の研究所や研究⽀援組織を
調査・⽀援対象
→ 別分野・別機関に展開が可能な
ユースケースとしてまとめ（2023年度）

• 機能要件の検討WGの形成
• 研究データ基盤⾼度化チーム（NII）と共同で検討



機関リポジトリとのデータ連携の試⾏

•機関リポジトリへの研究データ登録の促進に向けた
他サービスとの連携の模索
• 名古屋⼤学機関リポジトリ
でのデータ登録要項と
メタデータ仕様の整備
（2022年度）
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産学連携での利⽤
（2023年度）

⼤学評価での利⽤
（2023年度）
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⼤学における研究データガバナンス︓課題の共有

• NII オープンフォーラム（2023/5/29）
研究データ管理トラック

• 内容︓６つの講演とパネルディスカッション
（ルール，ガイドライン，DMP，産学連携，GakuNin RDM）
• 参加者︓約 400名
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※お悩み相談で
提出された質問に
パネリストが回答

34 質問と回答
を公開



地域における機関連携に向けて（１）

図書館、研究推進、教育推進、産学連携、⼤学IR、情報基盤
などの担当者が集まり、⼤学の研究データ管理のあり⽅を議論

• トピック︓⾏動計画、データ管理教材、データアクセス
• 参加者︓約100名（東海地区から 18機関）
※対⾯参加者との意⾒交換会を開催

2022/12/02

（情報交換会の参加者の意⾒【抜粋】）
• 研究データマネジメントの理念や必要性は理解するが
推進するための新たな体制の整備は難しい
• RDM推進の資源（⼈材/システム/資⾦/ノウハウ）が
不⾜しており、単⼀の⼤学での推進は難しい

RDM推進資源を相互利⽤する⼤学連携の可能性
20



地域における機関連携に向けて（２）

• トピック︓体制整備、ポリシー、研究データ基盤

愛媛⼤学の事例 同志社⼤学の事例

• 参加者︓約200名（東海地区から 24機関）
※対⾯参加者との意⾒交換会を開催
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2023/07/24

http://hdl.handle.net/2237/0002006771 http://hdl.handle.net/2237/0002006770



研究データエコシステム構築の機関連携
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【⽬的】 東海地域の学術機関が
連携し，研究データエコシステム
の整備、普及、利⽤促進

【会員】
• 正会員︓⼤学，⾼専，研究所等の
学術機関（東海地域に限定しない）
• 準会員︓学術機関に属する部署

（2023/10〜）

会員機関による懇談会開催

会員機関への講師派遣

推進⽀援チームの派遣

会員機関の事例共有

北陸地域との合同企画



AXIES（⼤学ICT推進協議会）を通じた普及

•AXIES 研究データマネジメント部会
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【企画セッション×３】
• RDM推進のための学内体制を考える︓ポリシー策定・
DMP作成・研究データ公開・グリーンOA等（RDM部会企画）

• AI・クラウド時代においてICT管理者・利⽤者の
負担低減を可能とする研究データ管理（RDM部会企画）

• 研究データエコシステムの構築に向けた
地域コンソーシアムの形成 （実⾏委員会企画）

2023/12/13-15 @ 名古屋

体制整備
データ
ポリシー

DMP
コア

ファシリティ
データ基盤

• ポリシー・ガイドライン
• DMPツールの機能と利⽤法

AXIESを通じた
全国展開（2023年度〜）



（まとめ）波及効果につながる取組み

1. 研究データガバナンスの構築
• データポリシー（実施⽅針）・ガイドラインの作成ｂ
• DMP/DMR 機能要件の設計と⽀援事例の整理

（AXIES-2023年次⼤会）
• ポリシー・体制の整備ノウハウ展開

（NIIオープンフォーラム2023)
（東海地区学術データ基盤セミナー第1/2回）

• 機関の研究データ管理に役⽴つFAQサイトの開設
（JACOARオープンアクセスリポジトリ協会との連携）

2. 機械可読データの標準化
• 分野別研究メタデータ記述の調査結果レポート

3. ⼤学間連携体制の整備
• 「研究データエコシステム東海コンソーシアム」の推進

（委員会の開催、会員向けセミナーなど）
（AXIES-2023年次⼤会） 24


